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~－receptor の遮断剤である Inderal を使用した． 摘出
200 日本外科宝函第35巻第1号
した腫疹の重さは34g，表面は暗褐色p 割面は責褐色
で充実性，被援を有していた．組織像は大型な多角形
或は不整な紡錘形細胞からなる褐色細胞麗であった．
術後の経過は順調で血圧も低下を見た．
10) 腹壁手術癒痕部に発生した
子宮内膜症の1例
27才，女．
岐阜大学第l外科
島津栄
主訴：腹壁手術娘痕部の腫癒．
病歴：昭和36年9月第一回目の妊娠に際して腹式帝
王切闘を受けp 2年後腹壁嬢痕部に無痛性の腫癌に気
付いた．腫癒はその後少しずつ増大しp 月経時に有痛
性に一時的に増大する．昭和40年 7月摘出．腫癒は鳩
卵大P 不正形で硬く灰白色p 割面は灰白色の結合組織
の中に褐色嚢胞状の部分が島興状に散在している．組
織学的に間質組織中に子宮内膜腺が増殖している．こ
れの発生は前回手術時に偶ぞ内膜を移植したことによ
るものと考える．腫療は月経予定日の12目前に摘出し
たものでP 子宮内膜腺に卵胞ホルモン性変化が認めら
れるが黄体ホルモン性変化は認められない．しかし病
歴l土腫癌がホルモン性変化を行なっていたことを示し
ている．
